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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、インフルエンザウイルス感染に伴う宿主高次エピゲノムの変動を体系的に解析し、この変

動が病態形成や重症化につながる分子基盤を明らかにすることで、ウイルス感染症の早期診断・先制医

療への応用・創薬を目指すものである。 

これまでに、培養細胞感染系で高次エピゲノムを解析してデータを統合的に解析するパイプライン

の確立、ウイルス増殖抑制をもたらす化合物の同定、ウイルス感染によるヒストン修飾変化に関わるヒ

ストンメチル化酵素の同定、高次エピゲノム変化の誘導に関わるコヒーシンの役割の解析を進めてき

ている。今後、新型コロナウイルス感染症（Covid-19）における基礎疾患を有する患者の重症化に対す

る作動原理の解明への応用といった、更なる研究の進展も期待できる。 


